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溶 融亜鉛 め っき試験 方法 のJIS改 正

JISHO401「 溶 融 亜 鉛 め っ き試 験 方 法 」 が 平 成ll年9

月20日 付 け で改 正 公 示 され ま した 。主 な改 正 点 につ い て

解 説 し ます。

1規 格本文の改正点

1． 序 文 がつ きま した。

2． 「1． 適 用 範 囲 」 の 中 に備 考 と して この 規 格 に対 応

す る 国際 規 格 が 記 載 され ま した。

3． 「2． 引 用 規 格 」 が 規 定 され ， ！lのJIS規 格 が 指 定 さ

れ ま した。

4． 「2．3試 験 方 法 の 分 類 」 の表1に お い て付 着 量 試

験 と して直 接 法 と塩化 ア ンチ モ ン法 が 規 定 され て い ま

したが ， 直 接 法 と間接 法 に改 正 され ま した。

（4．2間 接 法 ，4．2．2試 験 液 の 項 参 照 ） ま た ，

「参 考 硫 酸 銅 試 験 は，均 一 性 試 験 と も呼 ば れ て い る 。」

が 削 除 され ま した 。

5． 「3．2塩 化 ア ンチ モ ン法 」 が 「4．2間 接 法 」 に

改 正 され ， 「4．2．2試 験 液 」 がa） ヘ キ サ メ チ レ

ン テ トラ ミン液 ，b） 塩 化 ア ンチ モ ン液 の2種 類 に規

定 され ，新 た にヘ キサ メチ レ ンテ トラ ミン液 の 調 製方

法 が 規 定 され ま した。

6． 「4．2．4操 作 及 び 付 着 量 の 計 算 」 の 内 容 が 見 直

さ れ 改 正 さ れ ま した 。 最 少 試 験 液 量 を規 定 した こ と ，

水 素 の発 生 が止 まる と溶 解 が 終 了 した こ と示 す こ と及

び試料 をア ル コー ル に浸 けて 乾 燥 させ る 方 法等 が記 載

され ま した 。

ま た ， 「d） ボ ル ト ・ナ ッ ト類 の場 合 」 に お い て ね じ

部 を含 む試 験 片 の表 面 積 につ い て計 算 式 が訂 正 され ま

した 。 これ に よ りボ ル ト ・ナ ッ ト共 に従 来 の表 面 積 よ

りも大 き く算 出 され る結 果 にな りま した 。特 に ナ ッ ト

は差 が大 きい の で注 意 が 必 要 で す 。

7． 「6． 密 着 性 試験 方法 」 にお い て， 「図5ハ ンマ試 験

装 置 」 が 改 正 さ れ ま し た 。 改 正 点 は ， 支 点 高 さ が

25mmか ら60mmに な っ て ，打 撃 姿 勢 が 水 平 に な っ た

こ とと， ハ ンマ 頭 部 質量 が210gか ら213±3gに な った

こ とで す 。

8「8． 性 状 試 験 方 法 」 の表2に お い て ， め っ き面 積

が 割 愛 され ， 表 全体 が小 さ くま とめ られ ま した。

皿 解説の改正点

1． 冒頭に 「この解説は，本体に規定 した事柄，及びこ

れに関連する事柄を説明するもので，規格の一部では

ない。」 という断 り書きがつけられました。

2． 「まえがき」に今回の改正は，溶融亜鉛めっき （JIS

H8641） と国際規格との整合性を図ることにおいてこ

の規格も改正の必要性が生 じたこと，主な改正点は条

文構成 の順序の一部変更と，ISOと の整合性を図るた

め付着量試験方法の中で間接法の試験液にヘキサメチ

レンテ トラミン液を追加 したこと及び対応する国際規

格との整合性 を 「解説付表」に示 したことなどが記載

されました。

3． 「4．付着量試験方法」 に塩化アンチモン法 とヘキ

サメチレンテ トラミン法 との関係について，今回は並

行使用 を認め，次回の制定，改定及び見直 しをする

際に塩化アンチモン法を廃止するすることなどが記

載されました。また，ヘキサメチレンテ トラミンの性

状についての解説が記載されました。

4． 「4．2．4dボ ル トナ ット類の場合」 における表

面積を求める式の修正についての解説が記載 されまし

た。

5． 「6．密着性試験方法」の 「6．5ハ ンマ試験方法」

に規定 されているハ ンマ試験機 についてJIS規 格 と

ASTMの ハ ンマ試験機との関係を説明し，ハ ンマ 試験

機の改正について解説を加えました。6． 「解説付表

JISと対応する国際規格との対比表」がつけられまし

た。
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